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⚫ 【総】衛星通信利活用を拡大するための汎用地上アンテナの開発

⚫ 【文】衛星応用に向けた光・量子センシング技術

⚫ 【経】宇宙実証機会の拡大に資する衛星を活用した軌道上実証の低コスト・高頻度化技術の開発実証

宇宙戦略基金事業（令和７年度補正予算分） 公募予定（1/2）

政府による実施方針の策定（令和８年２月２５日）を受けて、今後、各技術開発テーマ（全１９テーマ：別添参照）につい
て、順次公募を行っていきますが、数多くの方々に優れた提案をご検討いただきたく、その予見可能性を高める観点から、予
め、全ての技術開発テーマについて公募開始時期の目安を示します。
（公募開始時期の現時点での目安であり、準備状況等によって変更する可能性がありますこと、ご了承ください。）

○４月下旬

○５月中旬

⚫ 【経】民間ロケット打上げ実証加速化

⚫ 【文】LEO拠点リブースト技術

○６月中旬

⚫ 【文】打上げシステムへの洋上活用技術

⚫ 【文】月・小惑星等の宇宙資源活用に向けた技術

⚫ 【経】宇宙交通管理を見据えた自律性確保に資する事業化加速

⚫ 【総】次世代衛星通信を実現する革新的衛星搭載アンテナの開発・実証

⚫ 【総】月・地球間通信インフラの実現に必要な地上局の開発・実証

⚫ 【文】LEO利用促進技術

○６月下旬
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宇宙戦略基金事業（令和７年度補正予算分） 公募予定（2/2）

それぞれ公募開始の約1ヶ月前を目安に、改めて宇宙戦略基金ウェブサイトに公募予告を掲載予定です。

○７月上旬

⚫ 【文】宇宙輸送機の大気圏再突入における熱防護技術

⚫ 【経】デジタル技術を前提とした衛星開発・製造プロセスの刷新及び機能高度化の技術開発・実証

○７月下旬

⚫ 【総】衛星を取り巻くセキュリティ技術（電波の妨害・傍受回避技術）の開発・実証

⚫ 【文】SX技術シーズ統合・人材育成拠点（SX-CRANE）

○８月下旬

⚫ 【文】SX基盤領域発展研究（SX-ARK）

○８月上旬

⚫ 【経】ロケット飛行運用の効率化・高機能化

⚫ 【文】物理AI等による宇宙システムの革新技術

⚫ 【総】Q/V帯等通信機器の開発・実証
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応募手続き

⚫ 公募要領等の詳細は、公募開始日に  宇宙戦略基金ウェブサイトに掲載します。

⚫ 公募開始から提案期日までの期間は、1.5～2.5ヶ月間程度を想定しています。

⚫ 本事業への応募にあたっては、研究代表者および研究分担者が所属する研究機関が「府省

共通研究開発管理システム（e-Rad）」に登録されていることが必要となります。登録手

続きに日数を要する場合がありますので、予め余裕をもって登録手続きをしてください。

e-Radポータルサイト

⚫ 公募予告に関するご質問は、 「宇宙戦略基金事業に関するお問合せ」にご連絡ください。

⚫ 公募開始前における各技術開発テーマの内容については、各テーマの担当省にお問い合わ

せください。

https://fund.jaxa.jp/
https://www.e-rad.go.jp/
https://www.e-rad.go.jp/
https://www.e-rad.go.jp/
https://www.e-rad.go.jp/
https://fund.jaxa.jp/contact/
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